大学院入試（建築環境／設備）

給水設備

バキュームブレーカ(p140)

給水管内が負圧になった場合に，容器の水を吸い上げることを防止するために設けるものである。給水管内に外気を導入して負圧の発生を防ぐ。

	給水方式

	給水方式
	説明
	適応建物

	水道直結方式
	水道本管から水道管を引き込み、建物内の各衛生器具に直結給水する方式
	水道圧で供給できる小規模建物

	高置水槽方式
	水道本管から引き込み管により受水タンクに貯水したのち、ポンプにより高置タンクに揚水し、それより各階へ給水する方式。
	超高層建物の場合は、中間タンクによるゾーニング又は減圧弁により適正水圧を保持する。

	ポンプ直結方式
	水道本管からの引込管により受水タンクへ貯水したのち、圧力タンクにて各階へ給水する方式。
	水道直結方式及び高置タンク方式が採用できない小規模建物

	圧力水槽方式
	水道本管からの引込管により受水タンクへ貯水した後、給水ポンプの圧力だけで各階へ給水する方式。
	大規模な地域給水、団地、給水、工業給水


増圧直結給水方式

３階以上の建物に、水道水を受水タンクに貯めないで、増圧ポンプを利用して直接水道管から建物に給水する方法
	
	メリット
	デメリット

	受水タンク方式
	・貯留能力があり、事故・災害等発生時の対応が可能
	・衛生問題が発生する。

・設置スペースが必要

	増圧直結給水方式
	・衛生問題の解決

・省エネルギーの推進

・設置スペースの有効利用
	・事故・災害発生時の対応が困難


多元給水方式

膨張水槽(p186)

水封トラップの破封の原因を列挙して説明せよ。(p230)

排水設備

· 重力式排水システム

· 加圧式排水システム

· 真空式排水システム
特殊排水(p165)

排水の再利用を行う場合の方式と留意点(p184)

空調設備
	熱媒より見た分類 
	空調方式 
	特徴 
	適応建物

	中央式
	全空気方式 
	単一ダクト方式 
	単一ダクト定風量方式
（CAV）
	送風量を一定にし、室内の冷暖房負荷に応じて、送風温度を変化させる。
	劇場

映画館

	
	
	
	単一ダクト可変風量方式
（VAV）
	吹出空気の風量を変化させて室温を制御 （温度は一定）
	劇場

映画館

	
	
	二重ダクト方式 
	中央式空調機で冷風と温風をつくり、それぞれ別のダクトで送風し、吹き出し直前に混合する。
	冷暖房が同時に必要な病院等

	
	水・空気方式 
	各階ユニット方式 
	各階あるいはゾーンごとに単一ダクト方式の空調機を配置し、ゾーン制御が行えるようにした方式。
	中高層ビル

	
	
	放射冷暖房方式（パネルエア） 
	
	

	
	
	誘引ユニット方式
（インダクションユニット） 
	一次空気を吹き出した勢いで二次空気をコイル内に誘引する
	大規模ホテル

病院

	
	
	ファンコイルユニット方式
（ダクト併用） 
	ファンコイルユニットだけでは、十分な換気が行えないため、エアフィルター・ファン・加熱冷却コイル内蔵。各室ごとに制御できる。
	ホテル

アパート

病院

	
	全水方式 
	ファンコイルユニット方式 

	2管方式
	温冷水コイル、送風機、エアフィルタ等をケースに納め各ゾーンに置く。温水、冷水は中央制御室から送る。十分な換気は行えない。
	ホテル

	
	
	
	3管方式
	
	

	
	
	
	4管方式
	
	

	個別式 
（冷媒方式）
	パッケージユニット方式 
	新鮮空気の取り入れが必要
	小事務室

商店向き

	
	マルチゾーンユニット方式 
	中央に温風室と冷風室を設け、ここで混合して各ゾーンに送る。
	

	
	ゾーニングユニット方式
	
	高層建築物


変水量方式（VWV）：水量を変化させる方式

水環境計画、水のもう５つの機能(p174)

生命維持

水のある場所にのみ生態系は形成される。

衛生保持

水の溶解性、流動性の利用。逆に汚染されると大変。

搬送

浮力と流動性によって、物質は移動しやすくなる。排水システム。

気候温度調節
水は、気体・液体・固体の三態をとり、この相変化による潜熱と、熱容量の大きさによって気候を左右する。

心理的効果

宗教と水、街角の噴水、水辺の語らいや船遊びなどに、水の心理的効果を見ることができる。

水環境計画

自然の水をどのように保存するか、またそれをどのように利用するかと言うことを、人と自然の全体的なバランスの中で総合的に検討すること。


利水・治水→親水

親水：水辺で遊んだり、水を見て楽しんだりしながら、身近な水の様々な存在形態の価値を認識すること。水に親しむことを主体として水に関わること。

瞬時給水負荷を測定することの意味について説明せよ。(p141)

衛生器具設備(p152)

排水処理(p178)

雨水利用(p185)

基礎+用語
空気の組成

ガス状物質と粒子状物質に分けられる。ガス状物質にはN2(78%),O2(21%)の他、Ar,CO2H2Oが挙げられる。

室内空気環境基準

温度
１７〜２８％

湿度
４０〜７０％

気流
０.５m/s以下

CO
10ppm以下

CO2
1000ppm以下

浮遊粉塵
0.15mg/㎡以下

計測器

風速／カタ温度計、アネモメータ

放射／グローブ温度計

流量／ロータメータ、スピロメータ
ガス濃度(CO)／検知管

粒子濃度／凝縮核測定器

差圧／マノメータ,ピトー管（動圧）

圧力損失／U字管マノメーター



単位

音圧レベル（dB）
音の強さ（W/㎡）
光度（cd）

熱伝導率（W/㎡K）

熱容量（J/K）
降水強度（mm/h）
摩擦損失水頭（mmAq）浮遊性物質濃度(mg/l)

封水損失（mm）
動粘性係数（㎡/s）
BOD除去率(%)
硬度(mg/l)

吐水口空間（cm）
相対粗度(mm/m)
絶対粗度(mm)
BOD,COD(ppmまたはmg/l)
クリーンルーム

室内空気中の浮遊微粒子が一定の基準値以下の濃度に調節された室のことをいい、半導体生産をはじめとする、最近の先端産業において欠かすことの出来ないものとなっている。気流方向によって、水平層流型、垂直層流型に大別される。

マスキング効果

大きい音のために他の音の聞こえが悪くなること。最小可聴値が増加する現象。

潜熱と顕熱
潜熱・・・物体の蒸発・凝固・融解などの状態変化に伴って出入りする熱。単位は[J/g][kcal/kg]など

顕熱・・・物体の温度の上昇に伴って出入りする熱。0.24
・人体の発熱の大部分は潜熱である

· 快適な空調をした室内で、寝ている人からの顕熱の放熱量は60kcal/h

歩いているとき→2.5倍
事務作業をしているとき→1.2倍

熱負荷

便所、廊下などの空調を行わない室（ペリメーターゾーン）をできるだけ外側に配置する平面計画は有利である
ソーラーハウス（日射熱の挙動を暖房に利用しようという家）

パッシブ・ソーラーハウス

建築構造体を利用して、集熱器・ポンプ・ファンなどの機械力を利用しない。

アクティブ・ソーラーハウス

機械力を駆使して太陽熱利用を行うもの

ムーディ線図

必要換気量
室内の構成された汚染濃度を換気を行うことにより、低減させる場合に取り入れなければならない必要最低限の外気量。


[image: image24..pict]
有効温度

1923年にヤグローが提案した、気温・湿度・気流の体感効果を一つに統合した尺度。湿度の評価に関して問題があると言われる。熱環境指標。ET

シックビルディング／シックビル問題

WHOがシックビル症候群と名付けた1980年前後に北欧、北米を中心に起きた身体的不都合を訴えるビル居住者の急増現象。省エネのため取り入れる外気量を減少させ過ぎて、汚染希釈能力を低下させ、室内で在来から存在した発生汚染の濃度が上昇してしまったためと考えられる。Mた、蛍光ランプからの紫外線による光化学反応や微生物粒子によるアレルギーなども濃度上昇の原因とされている。

吐水口空間（cm）

給水装置の吐水口端から越流面までの垂直距離をいう。逆流防止のもっとも一般的で確実な手段である。受水槽、流し、洗面器、浴槽等に給水する場合は、給水栓の吐水口と水受け容器の越流面との間に必要な吐水口空間を確保する。この吐水口空間は、ボールタップ付きロータンクのように給水用具の内部で確保されていてもよい。

動水勾配（mmAq/m）

一定の方向の単位距離あたりの全水頭の変化率

BOD除去率（mg/l）

BODはBiochemical Oxygen Demand（生物化学的酸素要求量）の略。水中の微生物は，酸素を取り込み有機物を分解して気体にし，水をきれいにする。ＢＯＤはこの時に必要な酸素の量で，この数値が大きいほど水は汚れている。

熱伝達率【W/m2・K】
材料表面と表面空気の移動量
木材

0.12  [W/m･k]

ガラス

0.55〜0.75  [W/m･k]

コンクリート
 1.6  [W/m･k]

鉄

83.5  [W/m･k]
熱伝達抵抗【K・m2/W】
熱伝達率の逆数

熱伝導率【W/m・k】

材料内の熱の移動量
ｺﾝｸﾘｰﾄ：1.1〜1.4　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ：0.03〜0.04

熱伝導比抵抗　【k・m/W】
熱伝導率の逆数

光束【lm】


光のエネルギー（放射）量

[image: image1.wmf]
[image: image22.png]


玄関ホール

2000[lx]

設計室

1000[lx]

工場の事務室
300[lx]

図書室の閲覧室
400[lx]

商店の休憩

450[lx]

学校の教室

200[lx]

事務室の製図室
600[lx]

測定式関係

流れの基本式

連続の式

[image: image2.wmf] (流量)=
[image: image3.wmf] (速度)*
[image: image4.wmf] (断面積)=const.

ベルヌイの式
（速度水頭）+（位置水頭）+（圧力水頭）=（全水頭一定）


[image: image5.wmf]
ベルヌイの式は、理想気体の定常流で仮想流管内の流体のエネルギー保存を表わしたものである。

内面が滑らかな管路を流れる層流に対して

ヘーゼン・ボアズイユの式


[image: image6.wmf]
摩擦損失の式




[image: image7.wmf]
乱流の場合には

ダルシー・ワイスバッハの式


[image: image8.wmf]
ヘーゼン・ウィリアムスの式


[image: image9.wmf]
マニングの式


[image: image10.wmf]
輝度の測定
単位:　cd/m2(nt),アポスチルブ(asb)

光源面からある与えられた方向の光度を、その方向への正射影面積で割ったものである。 

光の通路上の1点、例えば発光面または受光面上の1点Pにおいて、与えられた方向 PQについての輝度L(θ)は次式により定義される。
輝度　L(θ) = K・d2Φ/dΩ・dA・cosθ

d2Φ 
点Pを含み面積dAの微小面要素を、方向PQを含む微小立体角dΩの範囲で通過 する光束 

[image: image23..pict]dA
微小面要素の面積

dΩ
微小立体角要素の立体角

θ
微少面要素の法線と与えられた方向PQとのなす角

K
単位のとり方によって定まる定数で

K=1とK=πにとる2通りの単位系がある。
音の性質

· 音が空気中に伝わる速さは、気温が高いほど早くなる

明瞭度の測定に残響計は必要ない

点光源の直接照度

[image: image11.wmf] [image: image12.wmf]
点光源の傾いた角度の照度

[image: image13.wmf] [image: image14.wmf]
照度のはかりかた

一般に室内の照度は、指定のない時は床上85cmにおける水平面の照度を言う

熱貫流率

単位時間に単位面積の固体壁を通過して単位温度差を持つ高温側流体から低温側流体へと伝わる熱量伝導と伝達のしやすさを総合的に評価する指標。


[image: image15.wmf]

[image: image16.wmf]熱貫流抵抗


[image: image17.wmf]室内側熱伝達率：8[kcal/m2h℃]


[image: image18.wmf]外気側熱伝達率：20[kcal/m2h℃]


[image: image19.wmf]n番目の材料の熱伝導率[kcal/mh℃]


[image: image20.wmf]n番目の材料の厚さ[m]


[image: image21.wmf]空気層の熱コンダクタンス[kcal/m2h℃]

貫流熱量：q=K(θi-θ0)=0.78(20-0)=15.6

白熱電球		3000K


ハロゲン電球	5000K


水銀ランプ（透明型）	5500K


昼光色蛍光ランプ	6000K


青天空		10000K
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